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令和４年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

令和４年６月21日（火） 

                                          

（午後１時00分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番９、15番 中本君。 

〔15番（中本正人君）登壇〕 

○15番（中本正人君）皆さん、こんにちは。

午後の部１番バッターということで、通告に

従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 私もちょうど今回で20年目の一般質問に入

りました。今思い起こしますと、１年目のと

きは本当に一般質問がしんどくてしんどくて、

前の日の夜なんかは寝れなかったというぐら

いの、痩せることはなかったですけども、や

はりいい意味での緊張感はあったと思います。

今でも、20年目に入ってでも一般質問という

のは、ささやかではあるがやはり緊張感があ

るということですが、気持ちを切り替えて、

精いっぱい一般質問をさせていただきたいと

思います。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問を

行います。市営住宅についてお伺いしたいと

思います。 

 本市の市営住宅で一番古い住宅は、昭和25

年に建設された井出の下住宅、小田災害住宅

で、本年で築72年になります。令和４年４月

１日現在、井出の下住宅の入居戸数はゼロで

ありますが、小田災害住宅の入居戸数は１と

なっています。 

 管理戸数の多い真土団地で令和４年４月１

日現在で、管理戸数116戸で入居戸数54戸、東

明団地で管理戸数105戸で入居戸数47戸とな

っています。 

 入居率の低い東家（愛宕）団地で管理戸数

18戸で入居戸数が３戸、兵庫（木造）団地で

管理戸数43戸で入居戸数は２戸、野（城之内）

団地で管理戸数34戸で入居戸数８戸となって

います。 

 老朽化の激しい入居率の低い市営住宅、当

局はどのように考えているのか伺いたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君の質問、

市営住宅に対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（西前克彦君）登壇〕 

○建設部長（西前克彦君）市営住宅について

お答えします。 

 本市の市営住宅は、昭和20年代から50年代

に建設されたものが大半で老朽化が進むとと

もに、近年の人口減少に伴い、入居戸数は年々

減少しています。 

 そのため、市では中・長期的な観点から、

市営住宅の需要等を勘案し、団地の統廃合に

よる効率的な管理をめざすため、橋本市営住

宅長寿命化計画を策定しています。 

 本計画では、将来必要な市営住宅の供給戸

数の推計結果により、計画の改定を行った平

成30年度時点の管理戸数902戸のうち531戸を、

30年後の令和29年度までに用途廃止すること

としており、井出の下団地をはじめとする木

造の10団地については、住宅の耐震性や築年

数などを考慮して令和９年度までに、また真

土団地をはじめとする非木造の７団地につい

ては、令和29年度までに用途廃止する計画と

なっています。 

 用途廃止の進捗ですが、木造住宅の用途廃

止については平成30年度から移転支援を進め、

82世帯の入居者全てに令和４年度末までの移

転を促し、令和３年度末までに68世帯の移転

が完了しています。残る世帯についても今年
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度内に移転を予定しており、令和９年度まで

の用途廃止に向け順調に進んでいます。 

 また、非木造住宅の用途廃止については、

令和５年度から移転支援を進めるべく、本年

度は対象182世帯に対し、移転方法等について

の意向調査を実施しています。 

 なお、入居者の移転が完了した団地につい

ては計画的に除却を行う予定であり、除却後

の土地については市有財産として売却すべく、

総務課など関係部署との協議を進めています。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君、再質問

ありますか。 

 15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございまし

た。ここでまずはじめにお伺いしたいことは、

市営住宅の団地数、そして管理戸数、そして

入居戸数の三点お願いしたいと思います。 

○議長（小林 弘君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）市営住宅の団地数

は、令和４年６月１日現在で31団地、管理戸

数は874戸、このうち509戸が入居中となりま

す。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございます。

ただ今答弁いただきましたように、団地数は

31団地、それで管理戸数は874戸ですか、そし

て入居戸数は509戸ということで、約６割も入

っていないということですね。分かりました。 

 それでは、次にお伺いしたいと思います。

木造住宅の廃止団地についてお伺いしたいと

思います。 

 答弁の中でもありましたように、６月１日

現在で、82世帯の中で68世帯が既に移転完了

しているということですよね。そこでお伺い

したいのは、残る14世帯について団地別の内

訳、そして、ちょうどこれは平成30年から５

年たちますけども、どうしてこの14戸が残っ

ているのか。この二点についてお伺いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

○議長（小林 弘君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）木造団地の用途廃

止で移転が残る14世帯の内訳については、東

家愛宕団地で３世帯、野（城之内）団地で８

世帯、兵庫団地で２世帯、小田災害で１世帯

となります。このうち１世帯は他の市営住宅

への住み替え手続き中で、６世帯は譲渡手続

き中、残る７世帯についても明渡し意思を確

認しており、移転交渉が難航している世帯は

ありません。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございます。

ただ今説明していただいたように、14団地の

内訳というのは、東家愛宕団地で３世帯、兵

庫団地で２世帯、野の城之内団地で８世帯、

小田災害住宅で１世帯ということですね。そ

してこの14世帯につきましても何の問題もな

いということは、１世帯は他市の市営住宅へ

行かれるということ、そして６世帯は譲渡と

いうことですよね。残り７世帯も引渡しの確

認はもらっているということで、何の問題も

ないということですよね。本当に順調に進ん

でいると思います。これはやはり当局の頑張

りの成果だと私は評価をしたいと思います。 

 次にお伺いしたいことは、木造の移転完了

はいつになるのかということをお聞きしよう

と思っていましたけども、先ほどの答弁の中

で、14世帯の移転も今年度中で完了しますと

いうことでしたんで、これはお聞きするまで

もないということで、本当にご苦労さまでし

た。 

 それで、次にお伺いしたいことは、移転完

了後の現在空き家になっている解体時期、そ

してまたその解体の費用、いくらぐらい見込

んでいるのか。その点お願いしたいと思いま

す。 

○議長（小林 弘君）建設部長。 
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○建設部長（西前克彦君）木造の用途廃止住

宅の解体については、団地内の全ての入居者

が移転完了したなどの理由により、例外的に

既に着手したものもありますけど、令和４年

度中に設計委託業務を実施しており、令和５

年度から９年度にかけて全ての木造の用途廃

止住宅を解体する予定です。 

 また解体費については、設計委託が完了し

ていないため概算金額となりますが、令和４

年度から令和９年度までで約１億2,000万円

程度と見込んでいます。また、社会資本整備

総合交付金の対象事業となるため、市の負担

は２分の１である6,000万円程度となります。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございます。

解体時期は来年から９年度、５年間というこ

とですよね。ほんで、これも当初は平成30年

から令和９年までの10年間でということでし

たが、先ほども言いましたように、本当に半

分の５年で完了したと。これは先ほども評価

しましたけども、やはりすばらしいなという

ことですよね。二点目の評価をしたいと思い

ます。 

 そして、移転費については１億2,000万円と

いうことですよね。しかし、このうちの２分

の１は国からの交付金ということは交付事業

ということで、国からの交付が２分の１の

6,000万円ということで、市の負担は半分の

6,000万円ということで、これもありがたいな

と思うし、当然初めから分かっていたことだ

と思いますが、助かることだと思います。 

 次にお伺いしたいのは、解体後の土地の売

却についてです。私も古い住宅というのはほ

とんど知りません。知っているといえば、本

当に地元の岸上、神野々、そして伏原の一部

ぐらいで、あと本当に知らないということで、

少し見て回りました。しかし、行ったところ、

中には車も入れないところもあるということ

ですよね。そういう中で売却ということは非

常に難しいなと、私は見た感じ、そう感じま

した。一体このような土地をどのように当局

は売却していこうと思っているのかな。私が

心配するまでもありませんけども、本当に厳

しいというふうに私はそう思うんですけども、

売却について、やはり今までのように広報で

お知らせするぐらいではなかなか売れないと

思いますよ、本当に。そういう中で今以上に

やはり、十分に売却についての協議をお願い

したいと思います。これは要望にしておきま

す。 

 次に、非木造住宅についてお伺いしたいと

思います。非木造住宅は７団地であります。

その７団地は、細川、真土団地、兵庫団地、

そして東明団地、応其、名古曽、西之島団地

ですか、の７団地。その中で大きい規模の団

地といいますと東明団地、真土団地が100戸以

上の戸数があるということ。しかし、この二

つの団地を見ましても、入っていくのに本当

に国道から一本の道しかないと。兵庫団地で

も国道から、知ってはる人もおると思います

けども、左から入りますけども、本当に車１

台が入る道ですよね。そして真土団地も、国

道から右へ坂を上って、上がれば少しは道は

広くなりますけども、上がるまでの道路とい

えば本当に車１台と思いますよ。そして上が

ってでも、やはり止める場所もないというの

が私、現状だと思うんです。当局はこの現状

をどのように考えているのかなということを

お聞きしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（小林 弘君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）ただ今ご指摘いた

だいた非木造の７団地の用途廃止については、

本議会の経済建設委員会でも詳細な進捗など

報告をさせていただく予定はあるんですけど、

既に本年５月、６月に各団地で説明会や戸別
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訪問などを行い、全ての入居者に対して、令

和29年度までに用途廃止すること、また令和

20年度を移転期限としていること、移転に係

る市からの移転支援などを説明しております。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）どうもありがとうござ

いました。ただ今の答弁で、規模の大きい真

土、東明団地は100戸と言いましたけども、こ

の中で今の説明では５月、６月に各個別的に

説明会、また戸別訪問をして、先ほど言われ

たように令和29年度に廃止と、そして24年度

に移転期限、そして市から支援もあるという

ことですが、もう少し具体的にどのように説

明し、どのように入居者の反応があったのか。

そして、市からの支援等についても、どのよ

うに、何をして支援するのかということを、

もう少し具体的にお話ししてもらえませんか。

よろしくお願いします。 

○議長（小林 弘君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）ただ今のおただし

に対してお答えします。 

 橋本市営住宅長寿命化計画の改定の経緯や、

将来必要な市営住宅の供給戸数の推計結果を

基に、用途廃止という方針に至った経緯を説

明しました。その上で、令和29年度までに用

途廃止すること、また令和24年度を移転期限

としていることなど、用途廃止の今後の進め

方について説明するとともに、移転支援策の

案についても説明いたしました。 

 入居者の反応については、ほとんどの方が

状況を考えれば当然と受け入れていただいて

いる印象がありました。一部の方からは20年

を過ぎても住み続けたいという声もありまし

たが、築年数や老朽具合から20年以上も賃貸

住宅として提供し続けることが困難であるこ

とや、人口減、税収減を考えた団地数、住棟

数を減らしていかなければならないこと等の

説明をしまして、一定の理解を得られたと考

えております。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）どうもありがとうござ

いました。私も先ほども言いましたように、

10年以内の廃止ということで団地を見て回り

ましたし、30年以内の団地も一通り知らない

ところは見て回りました。ほとんどの団地は

昔の団地ですから、道路が狭い。幅員が本当

に狭いということで、難しいなというふうに

感じました。そこで私は一番心配するのは、

もし大きな台風、災害等があったときを考え

ました。これは今さら言うまでもなく、どう

なるのかなと心配でたまりません。そういう

現状をもちろん部長もよくご存じだとは思い

ますけども、このままでいいのかな、10年以

内の廃止団地、これはあと５年ですから、し

かし、先ほど言いましたように、移転期限は

あと25年、24年ですかな、あと約20年ありま

すけども、この間に自然災害というのは来る

かもしれないし、来ないかもしれない。しか

し、自然災害というのはいつ来るか分からな

い。来てからでは遅いと。やはりできる限り

のことはやっておくべきだと思うし、これで

やって、これで間違いない、これで大丈夫だ

ということもないと思います。しかし、やれ

ることは精いっぱいしておかなくてはいけな

い。大事な市民の命を守る行政として、これ

もやはり頭の中にもちろん入れてくれている

と思いますけども、そういうことも大事やと、

私はそう思います。 

 そういう中で私の申し上げたいことは、期

限を短くするということは考えられませんか。

７団地についてでも30年以内ということは、

まだあと20年からあるんですよ。そういう中

で私はまずこの30年以内というこの年数、た

とえ５年でも短くするべき、本当であれば10

年でもしてほしいと。しかし、財政的な問題

もあり、そう無理なことも言えませんけども、



－102－ 

これは本当に先ほども言ったように、生命に

関わる大きな問題。これは笑って済ませる問

題でもありませんし、真剣に私は考えてほし

いという中で、やはり期限を短くする、短縮

するということについて、そういう考えはで

きませんか。答弁をお願いします。 

○議長（小林 弘君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）ただ今のご指摘の

ように、ほとんどの団地で老朽化が進んでお

りまして、あと20年のところが住んでいただ

いてもよいという形で移転を促しておるわけ

なんですが、対象者の平均年齢が73歳という

こともございますし、全世帯に直ちに移転し

ていただくということは非常に困難です。市

としても可能な限り早期に進めていくべきで

あるとは考えております。 

 また、入居者への説明の際には、今後著し

い破損による雨もりなどが起こったときには、

早期に移転をお願いする場合があることも伝

えていますし、また60歳の方が20年後には80

歳になり、引っ越しをするとなれば、できる

だけ若く体力のあるうちに引っ越したほうが

負担も少ないというようなことや、人気のあ

る団地へ移転希望するときは抽せんになるこ

とがありますので、そういうことも踏まえて

早期に移転することのメリットというのを説

明をしまして、ご理解を求めているところで

ございます。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）私はこの移転に反対し

ているんではないんですよ。やはりもちろん

古いところから少しでも新しいところへ移っ

ていただいて、安心安全のためにということ

で、これは私は大いに理解するべきです。し

かし、10年以内というのはもう５年過ぎまし

たから、私は分かります。しかし、30年以内

となれば、今の老朽化した住宅が、先ほども

言ったように台風とか、仮に火災等が起こっ

たときに、考えると心配でたまらないという

のが私の気持ちです。やはりこれは30年とい

うのはあまりにも長いなと私、そう感じるわ

けで。20年かな。でも、今の老朽化した住宅

を見ますと、これから20年ですよ。あの古び

た住宅、老朽化した住宅、あと20年もちます

やろか。私も何回となく見て回りました。と

てもじゃないけども、もたない。そういうと

きに何かあってでは遅いですわね。 

 ですから、その20年というのをもう少し期

限を短くするということは、ぜひとも私、考

えていただきたいと思うんです。そういうこ

とで、部長のほうからお話を聞きました。部

長としてはあれが精いっぱいの答弁だろうな

というように思います。となれば、どなたに

聞くかとなれば分かってますよね。市長しか

おりません。明快なる答弁を頂きますよう、

お願い申し上げます。 

○議長（小林 弘君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）中本議員の質問にお答

えします。 

 本当に確かに、私もそのとおりだと思いま

す。ちょっと時間がかかり過ぎかなと思いま

す。ただ、やはり今住んでいる方々が移転交

渉にのっていただいて、そこのところを明け

渡してもらうということが一番の優先順位か

なというふうに思っています。確かに市営住

宅もそうですけども、この調査でさえ、私、

20年って言いましたけど、10年、５年ぐらい

で建て替えを考えろよというふうな話を今し

ているところなんですけども。今、答弁はし

ませんでしたけど、国の補助制度がちょっと

出てきていまして、それをどうやって使って

いくか。その内容が果たして今の市営住宅に

住んでおられる方に対してうまく当てはまる

か。やっぱりそういう問題もあって、今ここ

では具体的な内容は申しませんけども、そう
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いう国の制度を使って早く住み替えができる

ような方策であるとか、やはり全てが同じで

はないんで、状況を見て急ぐところは期間を

短縮するとか、そういうことはこれから考え

ていきたいと思います。 

 実際に災害がいつ起こるか分かりませんけ

ども、それについては災害対応ということで、

例えばアパートが全然入ってないようなとこ

ろを借り上げて災害対応で使っていくとか、

そういうことも含めて、これは危機管理とも

連携をしないといけないんですけども、そう

いう方策も常に災害は災害で考えていきたい

と思いますし、確かに中本議員がおっしゃる

ように20年は長いかなというふうに私も思い

ますので、できるだけ期間を短縮できるよう

な努力はしていきたいと思いますし、それに

はやっぱり市営住宅に住んでおられる方の協

力がどうしても必要になってきますので、私

たちとしても、できるだけそういう理解が早

く得られるように、またそのために補助制度

が必要ならば家賃補助をするなり、そういう

方法もこれから考えていくように既に建設部

のほうでは考えていますので、少しでも早く

前へ進んでいけるように努力してまいります

ので、ご理解をよろしくお願いします。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございまし

た。市長からそういう答弁を頂きますと、あ

とはなかなか話しにくいんですけども、当然

のことだと僕は思います。まして先ほども言

いましたように、入居者の平均年齢が73歳と

いうことですよね。できるものなら皆さんが

全員すぐ移転できれば、それは問題ないです

よ。けど、これは先ほども言ったように20年

以内に移転するとなれば、今、平均73歳の人

が80、85以上になるということも、可能性も

あるわけですよね。そうなったときに、なお

さら問題点が大きくなるんじゃないのかなと

私、それも感じるわけです。 

 ですから、財政的なものもあるし、市長の

立場からすれば精いっぱいの答弁をしてくれ

たんだなというふうに私は理解しますけども、

できる限り少しでも短くできるように、私も

これ以上のことは言えませんし、けど、その

気持ちだけは私、ずっと持っていますので、

今の市長の言葉をちゃんと胸に秘めています

ので、よろしくお願いしたいと思いますので、

これで私の質問を終わります。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、１時40分まで休憩いたします。 

（午後１時33分 休憩） 

                     


